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    新しい年が始まりました！今年もいい年でありますように。 

さて、今年は卯年ですね。うさぎのように元気に跳びはね、挑戦をし、実り多い 

1年にしていきましょう！ 

図書委員会では「年間読書冊数 1人 10冊」を目標にしています。4月から 

現在までみなさんはどのくらい本を読みましたか？忙しい毎日ですが、朝の読書の 

10分など、少しでも本に親しむ時間を作ってくださいね。 

 

 

  

        今月の      図書館・本に関する本 

特集     図書館や本にまつわる本を集めてみました。 

              ぜひ、読んでみてくださいね！ 

 

    『ミュゲ書房』 伊藤調        『教室に並んだ背表紙』 相沢沙呼 

 

               『深夜０時の司書見習い』 

                  近江泉美 

 

 

 

 

 

他にも 

 『図書館の神様』 瀬尾まいこ            『本と鍵の季節』 米澤穂信 

『夢見る帝国図書館』 中島京子             『図書館の室』 恩田陸 

『麦本三歩の好きなもの』 住野よる     『お探し物は図書室まで』 青山美智子 

 『舟を編む』 三浦しをん  『この本を盗む者は』 深緑野分  ・・・多数あります！ 

                          

 

  『現代用語の基礎知識２０２３』 『２０２３年の論点１００』  入試対策にも！ 

 

  『運動脳』 アンデシュ・ハンセン 

  

 『バカと無知』 橘玲 

   

『会話を哲学する』 三木那由他 

  

 『「メンタルモンスター」になる』  

            長友佑都 

 

伊坂幸太郎提案の「螺旋プロジェクト」の本！ 

 

                       『ウナノハテノガタ』 大森兄弟 

 

『天使も怪物も眠る夜』 吉田篤弘 

                            

『蒼色の大地』 薬丸岳 

 

 

「螺旋プロジェクト」については図書室に掲示しているので、見てください！ 

 

他にもいろいろ、話題作多数！ 

  『猫を捨てる』 村上春樹 

  『機械仕掛けの太陽』 知念実希人 

  『本当の貧困の話をしよう』 石井光太 

  『サード・キッチン』 白尾悠 

                    『母性』 湊かなえ 

               『無人島のふたり』 山本文緒 

               『我が友、スミス』 石田夏穂 

          『聞く技術、聞いてもらう技術』 東畑開人 

 

今年もすてきな本との出会いを！ 


